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血糖値調整の神秘

人類創世の神話がいろい

ろとある中、インスリン

が人類を救う時代が来る

とは、神様も予想できな

かったのでしょうね。

中央検査室 技師長 髙橋秀一 記

私たちのからだの中には、血糖値を上げるホル

モンと、下げるホルモンがあり、それぞれ微妙に

バランスをとりあって、ちょうど良い血糖値を保

つように調整されています。

さて、人類の歴史には諸説ありますが、約700

万年前からといわれており、長い期間「狩猟」

「採集」「漁労」によって食べ物を手に入れてき

ました。その時代は、猟ができなかったり失敗す

ると、飢餓との闘いになります。そのため、神様

は人類を飢餓から守るため、血糖値を上げるホル

モンをたくさん揃えてバックアップ体制を万全に

しました。一方、血糖値を下げなければならない

事態はまったく想定しておらず、血糖値を下げる

ホルモンはインスリン一つだけでいいだろうとし

たのです。ところが、今では人類史上、経験のな

いほどたくさんの食事（糖分）を摂ることが当た

り前になりました。ですから、今ではインスリン

が血糖値の調整に孤軍奮闘しているといった状態

です。

http://www.irasutoya.com/


